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綴
密
な
注
釈
や
本
文
の
校
合
こ
そ
が
古
典
文
学
研
究
の
基
本
で
あ
る
と
い
う

認
識
は
、
お
そ
ら
く
多
く
の
研
究
者
に
共
有
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
は
必
ず
し
も
各
国
共
通
の
認
識
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
韓
国
に
お
け
る
古

典
文
学
研
究
は
、
個
々
の
作
品
を
文
学
史
的
・
文
化
史
的
に
い
か
に
位
置
づ
け

る
か
と
い
う
大
局
的
な
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ど
ち
ら
が

よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
双
方
の
研
究
手
法
の
融
合
は
、
ひ
と
つ
の
理

想
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

金
永
昊
著
「
浅
井
了
意
文
学
の
成
立
と
性
格
」

（
二
○
一
二
年
四
月
刊
、
Ｊ
＆
Ｃ
、
三
三
四
頁
、
二
四
○
○
○
ウ
ォ
ン
）

畑
中
榮

河
原
修
一

柳
澤
良
一

会
員
著
作
紹
介
国 執

筆
者
紹
介

※
著
作
の
刊
行
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

金
沢
学
院
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
長
・
教
授

第
創
回
卒
業
・
大
学
院
第
２
回
修
了

金
沢
高
等
学
校
講
師
・
大
学
院
第
４
回
修
了

岡
山
県
立
大
学
非
常
勤
講
師
・
第
豹
回
卒
業

本
書
は
、
そ
の
理
想
を
見
事
に
達
成
し
た
一
冊
で
あ
る
。
本
学
に
提
出
さ
れ

た
博
士
論
文
の
一
部
を
ま
と
め
た
こ
の
本
は
、
一
方
で
は
「
三
綱
行
実
図
」
（
李

氏
朝
鮮
に
お
い
て
、
民
衆
の
教
化
を
目
的
に
編
ま
れ
た
書
物
）
の
諸
本
を
網
羅

的
に
調
査
し
て
和
刻
本
の
底
本
を
突
き
止
め
、
さ
ら
に
浅
井
了
意
に
よ
る
和
訳

の
方
法
を
も
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
、
綴
密
な
本
文
研
究
に
基
づ
く
重
要
な
成

果
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
一
方
で
、
著
者
は
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
全

体
に
お
け
る
『
剪
燈
新
話
」
受
容
の
様
相
を
解
明
す
る
と
い
う
、
壮
大
な
テ
ー

マ
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

仮
名
草
子
の
傑
作
と
し
て
す
で
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
浅
井
了
意
の
「
伽

脾
子
」
は
、
周
知
の
と
お
り
「
剪
燈
新
話
」
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

そ
し
て
朝
鮮
の
「
金
驚
新
話
」
や
ベ
ト
ナ
ム
の
「
伝
奇
漫
録
」
も
ま
た
、
『
剪
燈

新
話
」
の
翻
案
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
兄
弟
関
係
に
あ
る
諸
作
と
の
比
較
を
通
し
、

著
者
は
日
本
文
学
と
い
う
枠
組
み
の
中
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
、
「
伽
娩

子
」
の
新
た
な
一
面
を
見
出
し
て
い
く
。
こ
れ
が
了
意
研
究
に
お
い
て
大
き
な

意
味
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
日
韓
両
国
に
お
け
る
研
究
手
法
の

長
所
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
文
学
研
究
に
お
け
る
新
た
な
方
法
論
が
示
さ
れ

た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
、
本
書
は
二
○
一
三
年
度
の
韓
国
文
化
体
育
観
光
部

優
秀
学
術
図
書
に
選
出
さ
れ
た
。
い
ま
だ
日
本
語
に
は
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
が
、

本
書
が
提
示
し
た
研
究
の
視
点
は
、
日
本
の
学
界
に
お
い
て
も
広
く
共
有
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
版
の
刊
行
を
鶴
首
し
て
待
ち
た
い
。
（
丸
井
貴
史
）
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金
永
昊
著
二
諸
国
百
物
語
」
訳
注
」

（
二
○
一
三
年
八
月
刊
、
人
文
社
、
三
九
七
頁
、
二
五
○
○
○
ウ
ォ
ン
）

「
諸
国
百
物
語
」
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
怪
談
集
。
近
世

に
お
い
て
「
百
物
語
」
の
名
を
冠
し
た
怪
談
集
が
多
く
作
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
作
は
そ
の
噴
矢
と
さ
れ
る
作
品
で
あ
る
。
日
本
文
学
に

と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
こ
の
作
品
が
、
韓
国
語
に
翻
訳
さ
れ
、
し
か
も
充
実

し
た
注
釈
が
附
さ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
た
い
と
思
う
。

著
者
は
本
学
に
お
い
て
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
後
、
韓
国
に
戻
り
大
学
の

非
常
勤
講
師
を
勤
め
、
現
在
は
東
北
学
院
大
学
教
養
学
部
で
教
鞭
を
執
っ
て
お

ら
れ
る
。
浅
井
了
意
を
は
じ
め
と
す
る
仮
名
草
子
研
究
に
お
い
て
多
く
の
成
果

を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
近
世
文
学
研
究
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
日
本
の
怪
談

に
対
す
る
興
味
で
あ
っ
た
と
、
以
前
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
江
戸
時
代
の

怪
談
が
現
代
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
、
我
々
日
本
人
は

特
に
意
識
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
著
者
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
中
で
、
現
代
日

本
に
お
け
る
文
化
産
業
の
源
泉
が
、
膨
大
な
量
の
古
典
文
学
作
品
と
、
そ
れ
に

対
す
る
文
化
産
業
従
事
者
の
豊
富
な
知
識
で
あ
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
と
い
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、
確
か
に
日
本
の
古
典
文
学
は
漫
画
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
形
を
と
っ

て
再
生
産
さ
れ
続
け
て
お
り
、
中
で
も
怪
談
は
時
代
を
超
え
て
生
き
続
け
て
い

る
分
野
で
あ
る
。
近
年
、
韓
国
で
は
日
本
の
妖
怪
文
化
に
対
す
る
人
気
が
高
ま
っ

て
い
る
と
聞
く
が
、
本
書
も
ま
た
日
本
の
文
化
・
文
学
に
関
心
を
持
つ
韓
国
の

方
々
に
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
本
書
が
韓
国
の
文
化
産
業
に
寄

与
す
る
と
こ
ろ
も
、
決
し
て
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
『
諸
国
百
物
語
」
巻
二
の
十
「
志
摩
の
国
雲
松
と
云
ふ
僧
毒
蛇
の
難

を
の
が
れ
し
事
」
が
「
元
亨
釈
書
」
巻
九
「
雲
浄
法
師
」
、
巻
四
の
二
「
ゑ
い
山

の
源
信
ぢ
ご
く
を
見
て
帰
ら
れ
し
事
」
が
『
元
亨
釈
書
」
巻
九
「
延
暦
寺
源
心
」
、

巻
四
の
二
十
「
大
野
道
観
あ
や
し
み
を
み
て
あ
や
し
ま
ざ
る
事
」
が
「
武
者
物
語
」

中
巻
お
よ
び
「
武
者
物
語
之
抄
」
巻
四
の
六
を
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
に
持
つ
と
い
う

こ
と
が
、
新
た
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
著
者
に
は
、
こ
れ

以
外
に
も
韓
国
語
で
発
表
さ
れ
た
多
く
の
研
究
成
果
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
日
本

語
で
も
紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
願
い
し
て
お
き
た
い
。

（
丸
井
貴
史
）

本
書
は
、
著
者
が
長
年
発
表
し
て
き
た
御
伽
草
子
関
連
の
論
文
や
資
料
を
一

冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
新
稿
の
論
考
と
翻
刻
一
編
ず
つ
も
加
わ
る
。
全

体
構
成
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、
序
章
「
御
伽
草
子
に
み
る
「
富
」
に
つ
い
て
」
、
一
章
弓
善
教

房
絵
詞
」
Ｉ
届
か
な
い
念
仏
の
架
け
橋
ｌ
」
ヨ
福
富
草
紙
」
ｌ
廟
笑
と
調
刺
ｌ
」

ヨ
お
よ
う
の
尼
」
絵
巻
ｌ
梵
字
の
謎
ｌ
」
、
二
章
「
「
毘
沙
門
の
本
地
」
の
天
界

遍
歴
讃
ｌ
星
の
伝
説
と
信
仰
ｌ
」
ヨ
宝
蔵
絵
詞
」
ｌ
熊
野
・
切
目
王
子
伝
承
ｌ
」
、

三
章
「
精
進
魚
類
物
語
」
擬
人
名
考
ｌ
笑
い
の
合
戦
記
ｌ
」
「
「
精
進
魚
類
物
語
」

擬
人
名
考
ｌ
笑
い
の
合
戦
記
・
追
考
ｌ
」
ヨ
鼠
の
草
子
（
鼠
の
権
頭
）
」
ｌ
怪
婚

證
と
女
性
ｌ
」
「
「
鼠
の
草
子
（
鼠
の
権
頭
こ
’
中
世
の
嫁
入
り
行
列
ｌ
」
「
幻

の
「
鼠
の
草
子
」
ｌ
巫
女
の
口
寄
せ
詞
章
を
中
心
に
ｌ
」
、
四
章
ヨ
磯
崎
」
Ｉ

沢
井
耐
三
著
『
室
町
物
語
研
究
ｌ
絵
巻
・
絵
本
へ
の
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
‐
坐

（
二
○
｜
二
年
一
一
月
刊
、
三
七
五
頁
、
三
弥
井
書
店
、
八
四
○
○
円
十
税
）
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各
論
考
で
取
り
上
げ
る
作
品
は
、
い
ず
れ
も
丁
寧
な
あ
ら
す
じ
で
紹
介
さ
れ
、

中
世
文
学
の
専
門
家
で
な
く
室
町
物
語
に
初
め
て
触
れ
る
読
者
に
も
、
困
難
な

く
読
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
堅
実
な
注
釈
的
研
究
を
基
礎
に
し
な
が
ら
も
、

た
い
へ
ん
親
し
み
や
す
い
文
体
で
室
町
物
語
の
本
質
に
迫
る
読
み
が
ク
リ
ア
に

提
示
さ
れ
て
い
る
。

嫉
妬
す
る
女
の
悲
劇
ｌ
」
弓
常
盤
の
姥
」
ｌ
滑
稽
な
不
孝
話
ｌ
」
ヨ
さ
さ
や
き

竹
」
ｌ
物
語
化
の
方
法
ｌ
」
三
し
ぐ
れ
」
ｌ
時
雨
と
の
出
会
い
と
呪
誼
ｌ
」
、
付

編
「
謡
曲
「
樒
天
狗
」
ｌ
も
う
一
人
の
六
条
御
息
所
ｌ
」
「
狂
言
「
富
士
松
」
考
」
、

翻
刻
「
桜
井
健
太
郎
氏
蔵
「
鼠
の
草
子
」
」
「
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
蔵
『
月
王
・

乙
姫
物
語
」
」
、
初
出
一
覧
、
あ
と
が
き
、
主
要
語
彙
索
引
。

本
書
収
録
の
論
考
は
、
お
お
む
ね
一
九
九
○
年
代
か
ら
二
○
○
○
年
代
に
発

表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
室
町
物
語
集
」
上
・

下
（
一
九
八
九
年
．
一
九
九
二
年
刊
、
岩
波
書
店
）
の
校
注
者
の
一
人
と
し
て

有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
校
注
作
業
な
ど
を
通
し
て
の
成
果
で
も
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
断
っ
て
あ
る
よ
う
に
、
室
町
物
語
は
〈
御
伽
草
子
〉
と
総
称

さ
れ
る
が
、
著
者
は
〈
室
町
物
語
〉
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
こ
だ
わ
る
。
そ
れ
は

新
日
本
古
典
文
学
大
系
で
の
タ
イ
ト
ル
に
呼
応
し
た
も
の
で
も
あ
る
が
、
御
伽

草
子
の
呼
称
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
作
ら
れ
た
作
品
を
多
く
含
む
の
で
、
室
町

時
代
を
関
心
の
中
心
に
据
え
る
著
者
の
意
か
ら
外
れ
る
部
分
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
と
は
い
っ
て
も
、
著
者
の
視
点
は
そ
こ
の
み
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

中
世
文
学
か
ら
近
世
文
学
へ
と
室
町
物
語
が
い
か
に
架
橋
し
て
い
っ
た
か
が
多

様
な
観
点
か
ら
示
さ
れ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
〈
下
剋
上
〉
と
い
っ
た
時
代
は
文

学
や
文
化
に
ど
の
よ
う
な
変
容
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
著
者
の

関
心
の
核
心
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

本
書
は
、
著
者
が
愛
知
大
学
を
定
年
退
官
す
る
に
あ
た
っ
て
、
前
著
「
室
町

物
語
研
究
ｌ
絵
巻
・
絵
本
へ
の
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
‐
坐
に
収
録
さ
れ
な
か
っ

た
分
の
論
考
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
構
成
は
以
下
の
よ
う
で

あ
る
。は

じ
め
に
、
第
一
章
〔
「
鴉
鷺
合
戦
物
語
」
〕
弓
鴉
鷺
合
戦
物
語
」
の
世
界
Ｉ

本
書
の
副
題
に
「
絵
巻
・
絵
本
へ
の
文
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

口
絵
に
は
絵
巻
・
絵
本
の
カ
ラ
ー
写
真
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
論
考
で
は
絵
へ

の
目
配
り
が
読
解
の
重
要
な
視
点
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
福
富
草
子
」
関

連
の
論
考
で
は
、
従
来
極
貧
者
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
福
富
を
、
絵
の
分
析
か
ら

権
力
者
と
捉
え
直
し
、
そ
の
権
威
失
墜
の
物
語
と
読
み
直
す
な
ど
、
目
を
見
開

か
さ
れ
る
読
み
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
「
鼠
の
草
子
」
関
連
の
論
考
で
は
、
諸
本

の
成
立
順
を
定
め
た
上
で
そ
れ
ら
を
詳
細
に
比
較
し
、
絵
の
分
析
を
通
し
て
中

世
か
ら
近
世
へ
の
当
該
作
品
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
い
ず
れ
の
論
も
先
行

の
読
み
を
批
判
し
つ
つ
、
独
自
の
着
眼
点
か
ら
の
新
し
い
読
み
を
提
示
す
る
も

の
で
大
変
刺
激
的
で
あ
る
。

付
編
に
あ
る
「
謡
曲
「
樒
天
狗
」
」
の
論
考
は
、
謡
曲
に
出
る
六
条
御
息
所
が

「
源
氏
物
語
」
作
中
人
物
で
は
な
く
、
院
政
期
に
実
在
し
た
郁
芳
門
院
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
樒
天
狗
」
復
曲
の
際
、
こ
の
説
が
採
用
さ

れ
た
こ
と
で
評
判
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
（
村
戸
弥
生
）

沢
井
耐
三
著
「
室
町
物
語
と
古
俳
譜
ｌ
室
町
の
「
知
」
の
行
方
‐
生

（
二
○
’
四
年
三
月
刊
、
四
五
九
頁
、
三
弥
井
書
店
、
’
○
○
○
○
円
十
税
）
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調
刺
と
譜
誌
の
文
学
ｌ
」
ヨ
鴉
鷺
合
戦
物
語
」
ｌ
悪
烏
編
ｌ
」
三
鴉
鷺
合
戦
物

語
」
ｌ
神
仏
編
ｌ
」
ヨ
鴉
鷺
合
戦
物
語
」
ｌ
軍
陣
編
ｌ
」
「
遊
子
伯
陽
説
話
の
系

譜
と
流
布
」
ヨ
鴉
鷺
合
戦
物
語
』
の
こ
と
ば
」
「
「
福
富
草
紙
」
ｌ
廟
笑
と
調
刺
ｌ
」

ヨ
お
よ
う
の
尼
」
絵
巻
ｌ
梵
字
の
謎
ｌ
」
、
第
二
章
〔
室
町
物
語
〕
ヨ
筆
結
の
物
語
』

Ｉ
室
町
武
人
の
知
識
と
ユ
ー
モ
ァ
ー
」
ヨ
猿
の
草
子
」
ｌ
日
吉
信
仰
と
武
家
故

実
ｌ
」
ヨ
赤
松
五
郎
物
語
」
ｌ
業
平
・
二
条
后
幻
想
と
尼
寺
ｌ
」
ヨ
初
瀬
物
語
』

ｌ
結
婚
詐
欺
と
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
ー
」
「
「
猿
蟹
合
戦
」
の
異

伝
と
流
布
ｌ
「
猿
ヶ
鴫
敵
討
」
考
ｌ
」
、
第
三
章
〔
連
歌
〕
「
戦
国
の
武
士
と
連

歌
点
描
」
、
第
四
章
〔
古
俳
譜
〕
「
連
歌
か
ら
俳
譜
へ
ｌ
笑
い
の
系
譜
ｌ
」
「
文

明
十
八
年
『
和
漢
狂
句
」
全
句
注
解
の
試
み
」
ヨ
竹
馬
狂
吟
集
」
序
文
考
」
『
犬

筑
波
集
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て
」
「
お
伽
草
子
と
和
歌
・
連
歌
・
俳
譜
」
、
翻
刻
「
筆

結
の
物
語
」
「
紹
巴
評
、
楚
仙
独
吟
俳
譜
百
韻
」
「
三
条
西
実
条
の
狂
歌
」
「
細
川

幽
斎
の
狂
歌
幽
斎
公
御
歌
」
、
あ
と
が
き
、
初
出
一
覧
、
主
要
語
彙
索
引
。

本
書
前
半
は
、
前
著
に
引
き
続
き
室
町
物
語
に
関
す
る
論
考
で
あ
る
が
、
本

書
で
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
後
半
に
は
、
連
歌
や
古
俳
譜
に
つ
い
て
の
論

考
を
収
録
す
る
。
前
著
同
様
、
著
者
の
関
心
の
核
心
は
〈
下
剋
上
〉
時
代
を
経

た
文
学
の
変
容
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
韻
文
に
お
い
て
も
追
及

し
た
の
が
本
書
で
あ
り
、
特
に
こ
の
時
代
の
文
学
に
お
い
て
顕
著
に
な
っ
て
き

た
、
「
笑
い
」
と
い
う
こ
と
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
。
「
笑
い
」
を
視
点
と
し

て
室
町
物
語
か
ら
御
伽
草
子
へ
、
ま
た
、
連
歌
か
ら
古
俳
譜
へ
の
史
的
変
容
を

見
通
そ
う
と
し
て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

著
者
の
大
き
な
仕
事
と
し
て
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
室
町
物
語
集
」
上
・

下
の
校
注
が
あ
る
（
著
者
担
当
は
『
鴉
鷺
物
語
篁
伊
吹
童
子
舅
さ
、
や
き
辛
瞳
『
猿

の
草
子
」
（
以
上
、
上
巻
）
、
「
し
ぐ
れ
」
（
下
巻
）
）
。
第
一
章
〔
「
鴉
鷺
合
戦
物
語
」
〕
、

第
二
章
〔
室
町
物
語
〕
は
、
そ
の
注
釈
作
業
な
ど
を
通
し
て
成
さ
れ
た
論
考
で
、

前
著
に
収
録
で
き
な
か
っ
た
分
を
含
む
。
『
鴉
鷺
合
戦
物
語
」
関
連
の
論
考
は
、

前
著
収
録
「
精
進
魚
類
物
語
」
関
連
の
論
考
と
合
わ
せ
て
読
む
と
理
解
が
進
む
。

著
者
は
徹
底
し
て
言
葉
に
即
し
、
言
葉
の
時
代
的
文
脈
や
作
品
的
文
脈
で
の
使

わ
れ
方
か
ら
語
義
を
定
位
し
、
作
品
論
に
生
か
す
と
い
う
方
法
を
取
る
。
そ
の

よ
う
な
注
釈
的
研
究
の
方
法
は
、
地
味
で
は
あ
る
が
最
も
堅
実
な
形
で
同
時
代

の
他
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
・
文
化
研
究
と
ク
ロ
ス
す
る
。

第
三
章
〔
連
歌
〕
で
は
、
連
歌
を
な
し
た
戦
国
武
士
の
経
歴
と
人
生
、
人
と

な
り
を
資
料
を
駆
使
し
て
描
き
出
し
、
彼
ら
の
人
生
に
、
連
歌
や
、
宗
・
宗

長
と
い
っ
た
当
時
の
有
名
な
歌
人
・
連
歌
人
ら
が
ど
う
絡
む
の
か
を
い
き
い
き

と
示
す
。
読
者
は
、
あ
た
か
も
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
を
読
ん
で
い
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
る
。

第
四
章
〔
古
俳
譜
〕
は
、
筆
者
の
学
問
的
な
ス
タ
ー
ト
と
も
重
な
る
。
本
書
中
、

最
も
古
い
論
考
は
一
九
七
六
年
発
表
の
ヨ
犬
筑
波
集
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て
」
だ
が
、

そ
の
頃
か
ら
注
釈
的
研
究
方
法
を
取
る
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
論
考

で
も
地
道
な
注
釈
作
業
を
通
し
、
先
行
注
釈
や
読
み
に
つ
い
て
疑
問
点
を
挙
げ
、

新
し
い
自
説
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
ヨ
竹
馬
狂
吟
集
』
序
文
考
」
で
は
、
注
釈

を
も
と
に
編
者
像
に
ま
で
筆
が
及
ぶ
。
そ
の
方
法
は
第
三
章
で
見
た
、
人
物
像

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
歴
史
学
的
な
方
法
へ
と
発
展
す
る
。
第

四
章
の
最
後
に
置
か
れ
た
論
考
「
お
伽
草
子
と
和
歌
・
連
歌
・
俳
譜
」
は
、
韻

文
か
ら
散
文
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
著
者
の
研
究
の
足
跡
を
忍
ば
せ
る
も
の
で
、

本
書
全
体
の
構
成
に
お
い
て
も
、
第
一
章
へ
と
回
帰
す
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

本
書
は
、
一
九
八
○
年
代
発
表
の
論
考
が
多
い
が
、
そ
の
後
に
進
展
し
た
研

-41-



本
書
は
、
日
系
移
民
に
関
す
る
文
学
研
究
で
あ
る
。
序
章
と
全
Ⅲ
章
で
構
成

さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
は
大
き
く
次
の
４
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
Ｉ
ア
メ
リ

カ
に
渡
る
法
」
「
Ⅱ
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
日
本
語
空
間
の
誕
生
」
「
Ⅲ
異

土
の
文
学
」
「
Ⅳ
移
動
の
時
代
に
」
。

本
書
が
研
究
の
対
象
と
す
る
の
は
、
「
日
系
ア
メ
リ
カ
移
民
の
日
本
語
に
よ
る

文
学
活
動
」
で
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
見
慣
れ
な
い
作
家
．

作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
「
彼
ら
の
文
学
が
〈
境
域
の
文
学
〉
」

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
批
評
性
」
を
「
引
き
出
す
こ
と
」
が
で
き
る
と
す
る
。

本
書
を
読
み
進
め
る
と
、
不
可
視
で
あ
っ
た
も
の
が
可
視
化
さ
れ
、
も
し
か
す

究
の
成
果
は
、
例
え
ば
「
追
記
」
（
二
三
二
頁
）
な
ど
の
形
で
し
っ
か
り
と
補
足

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
稿
の
翻
刻
四
編
、
論
考
四
編
が
加
え
ら
れ
る
。
新

稿
の
『
赤
松
物
語
」
関
連
の
論
考
で
は
、
本
作
が
、
能
「
雲
林
院
」
の
夢
幻
性

を
取
り
入
れ
、
王
朝
物
語
ふ
う
の
傾
き
を
持
ち
つ
つ
、
鎮
魂
の
作
品
と
し
て
い

る
こ
と
を
読
み
解
く
。
「
初
瀬
物
語
』
関
連
論
考
で
は
、
本
作
が
、
擬
古
物
語
に

続
く
公
家
物
お
伽
草
紙
と
し
て
位
置
付
け
つ
つ
、
中
世
的
な
新
し
さ
を
析
出
し

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
よ
り
も
社
会
性
に
目
を
向
け
た
作
品
」
と
し
て
提
示
す
る
。
筆

者
は
「
は
じ
め
に
」
の
と
こ
ろ
で
、
「
「
笑
い
」
を
通
じ
室
町
の
「
知
」
の
行
方

を
見
定
め
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
志
か
ら
常
に
新
し
い
読
み
を
提
出

し
て
く
れ
て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

（
村
戸
弥
生
）

日
比
嘉
高
著
『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ア
メ
リ
カ
移
民
文
学
・
出
版
文
化
・
収
容
所
』

（
二
○
’
四
年
二
月
刊
、
三
八
八
頁
、
新
曜
社
、
四
二
○
○
円
十
税
）

本
書
は
、
日
本
近
代
文
学
に
お
け
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
受
容
の
あ
り
よ

う
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
単
に
潮
流
と
し
て
捉
え
る
の
で
な
く
、
芥
川
龍
之
介
、

菊
池
寛
、
西
條
八
十
、
伊
藤
整
な
ど
の
文
学
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
過
程

で
影
響
を
受
け
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
思
想
や
作
品
に
取
り
込
ん
で
い
っ
た
か
を

実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
「
流
行
」
が
お
こ
っ

た
の
に
は
そ
の
幻
想
的
な
側
面
と
そ
れ
を
取
り
ま
く
政
治
的
な
側
面
と
の
二
つ

が
か
か
わ
っ
て
お
り
、
し
か
も
二
つ
の
側
面
は
関
連
し
あ
っ
て
い
る
。
そ
の
具

体
的
な
様
相
は
本
書
に
譲
る
が
、
基
調
と
し
て
は
、
日
本
が
欧
化
し
つ
つ
も
独

自
性
を
保
と
う
と
し
た
と
き
に
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
な
か
に
あ
っ
て
独
特
の
経
緯

で
独
特
の
地
位
を
築
い
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
そ
の
文
学
が
モ
デ
ル
と
な
っ

た
こ
と
が
大
き
い
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
的
な
幻
想
性
を
消
化
す
る
こ
と
が
そ
の
ま

鈴
木
暁
世
著
「
越
境
す
る
想
像
力
日
本
近
代
文
学
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」

（
二
○
’
四
年
二
月
刊
、
四
二
八
頁
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
四
七
○
○
円
十
税
）

る
と
私
た
ち
は
見
た
い
（
読
み
た
い
）
も
の
し
か
見
て
（
読
ん
で
）
こ
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
感
じ
る
こ
と
に
な
る
。

本
書
の
刮
目
す
べ
き
点
は
、
文
学
研
究
を
移
民
研
究
と
接
続
さ
せ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
序
章
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
本
書
の
問
題
意
識
の

背
景
」
に
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
研
究
、

例
外
状
態
論
な
ど
の
批
評
理
論
が
あ
り
、
現
代
思
想
へ
の
通
路
も
兼
ね
備
え
た

好
著
と
な
っ
て
い
る
。
（
奥
田
浩
司
）
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ま
目
指
す
べ
き
日
本
像
・
自
己
像
を
か
た
ち
づ
く
る
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
た

の
で
あ
る
。
何
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
重
ね
合
わ
せ
、
そ
の
際
に
ど
の
よ
う
に
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
固
有
の
問
題
を
捨
象
し
た
か
を
見
る
こ
と
で
、
翻
っ
て
当
時
の
日

本
の
文
学
者
た
ち
の
想
像
力
の
限
界
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
大
き
な
話
を
テ
ー
マ
と
し
つ
つ
も
、
論
自
体
は
綴
密

な
資
料
の
調
査
と
テ
ク
ス
ト
分
析
を
土
台
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
問
題
の
実
相

が
具
体
的
な
記
述
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
さ
ま
は
本
書
の
大
き
な
魅
力
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
か
ら
の
一
方
向
的
な
影

響
だ
け
を
取
り
あ
げ
る
の
で
な
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
者
か
ら
の
日
本
近
代

文
学
者
の
評
価
を
検
討
し
た
り
、
受
容
す
る
文
学
者
側
の
特
別
な
環
境
に
焦
点

を
当
て
た
り
な
ど
、
単
純
に
日
本
近
代
文
学
の
姿
を
知
る
う
え
で
も
貴
重
な
知

見
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
そ
の
も
の
へ
の
関
心
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
価
値
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
書
と
な
っ
て
い
る
。

（
長
尾
慎
太
郎
）

高
山
知
明
著
「
日
本
語
音
韻
史
の
動
的
諸
相
と
望

月
刊
、
二
二
四
頁
、
笠
間
書
院
、
三
三
○
○
円
‐

畑
中
榮
著
「
能
登
詩
情
漢
詩
で
読
む
能

二
五
○
頁
、
う
つ
の
み
や
、
’
五
○
○
円
十
税
）

次
の
会
員
著
作
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
第
四
十
二
号
で

紹
介
致
し
ま
す
。「

日
本
語
音
韻
史
の
動
的
諸
相
と
蜆
縮
涼
鼓
集
」

笠
間
書
院
、
三
三
○
○
円
十
税
）

一
詩
情
漢
詩
で
読
む
能
登
』

（
二
○
一
四
年
八
月
刊
、

（
二
○
’
四
年
五
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櫻
井

島
崎

張 卒
業
舗
文
二
○
一
五
年
提
出
分

道
村

山
田

山
田

東
山

尾
藤

福
島

巻
山

加
藤
玻
奈

川
端
茜

桶
田
幸
知
香
変
化
す
る
富
樫
像

石
井
健
悟

伊
藤
結
衣

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
一
覧

美
音

千
尋

菜
美

将
大

康
博

瑛
里

彬
夫

千
里

詩
織

明
哲

ｌ
謡
曲
「
安
宅
」
と
歌
舞
伎
「
勧
進
帳
」
を
中
心
に
ｌ

能
「
賀
茂
」
研
究
ｌ
「
老
い
」
を
語
る
意
味
ｌ

宮
沢
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
カ
ム
パ
ネ
ル

ラ
論
ｌ
終
着
駅
と
し
て
の
「
賢
治
少
年
小
説
」
ｌ

戦
後
沖
縄
文
学
研
究
ｌ
亡
霊
は
何
を
語
る
の
か
ｌ

中
原
中
也
一
サ
ー
カ
ス
】
研
究

明
治
期
の
中
国
語
教
科
書
研
究

Ｉ
音
声
及
び
会
話
の
部
分
を
中
心
に
ｌ

「
古
今
和
歌
集
」
仮
名
序
「
六
つ
の
歌
の
さ
ま
」
例
歌
考

太
宰
治
中
期
作
品
に
お
け
る
死
の
概
念

三
島
由
紀
夫
「
サ
ド
侯
爵
夫
人
」
「
わ
が
友
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
」
研
究

現
代
日
本
語
助
詞
「
た
り
」
に
つ
い
て
ｌ
「
～
た
り
～
た
り
」

文
に
お
け
る
「
た
り
」
の
脱
落
を
中
心
に
Ｉ

田
山
花
袋
「
蒲
団
」
研
究
ｌ
価
値
の
再
考
ｌ

小
川
未
明
小
説
に
見
え
る
子
供
と
社
会
と
の
関
わ
り

ｌ
「
無
籍
者
の
思
ひ
出
」
論
Ｉ

文
に
お
け
る
「
た
り
」
の
脱

太
宰
治
「
お
伽
草
紙
」
研
究

室
生
犀
星
「
蜜
の
あ
は
れ
」

能
〈
吉
野
静
〉
研
究

ｌ
ｉ
金
魚
と
い
う
女
ひ
と
Ｉ

木
越
秀
子
読
本
作
者
都
賀
庭
鐘
の
研
究

博
士
輪
文
二
○
一
五
年
提
出
分

長
尾
慎
太
郎

細
川
遥

高
橋

早
崎

鎌
田

修
士
論
文
二
○
一
五
年
提
出
分

山
本
美
穂

吉
田
美
憂
香

吉
峯
俊

劉
小
霞

山
本
杏
美

秀励悠
平磁里

建
部
綾
足
発
句
考
１
１
綾
足
の
評
点
か
ら
見
る
ｌ

山
中
峯
太
郎
の
小
説
に
見
る
ア
イ
ヌ
と
和
人
の
肖
像

夢
野
久
作
文
学
に
お
け
る
芸
術
的
価
値
の
検
証

ｌ
「
あ
や
か
し
の
鼓
」
論

田
中
冬
二
は
詩
に
お
い
て
何
を
目
指
し
何
を
な
し
た
か

絵
画
を
と
お
し
て
考
え
る
石
坂
作
品

ｌ
「
若
い
人
」
と
「
陽
の
あ
た
る
坂
道
」
よ
り

「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」
論
ｌ
自
己
発
見
を
中
心
に

夢
野
久
作
「
氷
の
涯
」
研
究

ｌ
『
死
後
の
恋
」
と
の
比
較
を
通
し
て

近
現
代
文
学
に
お
け
る
「
く
だ
ん
」
研
究

能
《
実
方
〉
研
究
ｌ
実
方
の
自
己
認
識
ｌ

役
割
語
か
ら
み
た
「
や
ん
す
」
論
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○
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
第
四
十
一
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
、
掲
載

論
文
が
三
本
と
例
年
に
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
本
誌
の
発
展
の
た
め

に
も
奮
っ
て
論
文
を
御
投
稿
く
だ
さ
い
。
「
会
員
著
作
紹
介
」
欄
で
は
、
会
員

の
皆
様
に
御
執
筆
頂
き
、
六
冊
分
の
書
評
を
掲
載
し
ま
し
た
。
御
執
筆
頂
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
著
作
の
刊
行
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ど
う
か
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

○
平
成
二
十
七
年
度
研
究
発
表
会
・
講
演
を
十
月
三
日
に
金
沢
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
ホ
ド
フ
・
ホ
ー
シ
ャ
氏
と
金
永
昊
氏
に

よ
る
研
究
発
表
の
後
、
團
野
光
晴
氏
に
「
金
沢
大
学
北
漠
寮
に
お
け
る
伝
承

寮
歌
を
め
ぐ
る
一
考
察
ｌ
戦
後
新
制
大
学
生
精
神
史
研
究
序
説
ｌ
」
と
題
し

て
御
講
演
頂
き
、
討
議
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
夕
刻
か
ら
、
金
沢
市
文
化

お
詫
び

「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
第
四
十
号
の
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士

論
文
一
覧
「
卒
業
論
文
二
○
一
四
年
提
出
分
」
に
、
誤
り
が
ご
ざ
い

ま
し
た
の
で
、
次
の
通
り
訂
正
し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤
卵
堀
詩
芙
美
能
「
源
氏
供
養
」
研
究
ｌ
能
の
中
に
見
る
紫
式
部

正
》
堀
真
奈
美
能
「
源
氏
供
養
」
研
究
ｌ
能
の
中
に
見
る
紫
式
部

編
集
後
記

○
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
の
会
員
は
誰
で
も
機
関
誌
「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」

に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
日
本
文
学
・
日
本
語
学
に
関
す
る
研
究
で
あ
れ
ば
、
時
代
・
分
野
を
問
い
ま

せ
ん
。

○
枚
数
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
四
十
枚
以
内
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
特

別
号
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
投
稿
原
稿
の
採
否
は
編
集
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

○
編
集
委
員
は
、
毎
年
第
一
回
目
の
理
事
会
で
選
出
い
た
し
ま
す
。

○
投
稿
論
文
の
送
り
先
は
左
記
宛
に
お
願
い
し
ま
す
。

〒
９
２
０
１
１
１
９
２

金
沢
市
角
間
町
金
沢
大
学
人
間
社
会
一
号
館

日
本
語
学
日
本
文
学
研
究
室
内

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局

ホ
ー
ル
内
「
紅
梅
」
に
て
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
在
学
生
と
卒
業
生
・

修
了
生
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
近
況
を
報
告
し

合
い
ま
し
た
。
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

（
鈴
木
記
）

「
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
投
稿
規
定
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第
一
条
本
会
は
、
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
、
会
員
相
互
の
国
語
国
文
学
に
関
す
る
研
究
の
促
進
と
連

絡
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

一
、
研
究
発
表
会
・
講
演
会
の
開
催

二
、
機
関
誌
の
発
行

三
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

第
四
条
一
、
本
会
の
会
員
は
、
金
沢
大
学
文
学
部
日
本
語
学
日
本
文
学
専
攻
．

国
語
国
文
学
専
攻
お
よ
び
金
沢
大
学
法
文
学
部
国
語
国
文
学
専
攻

な
ら
び
に
金
沢
大
学
大
学
院
人
間
社
会
環
境
研
究
科
（
日
本
語
学

日
本
文
学
関
係
）
お
よ
び
文
学
研
究
科
文
学
専
攻
（
日
本
語
学
日

本
文
学
）
・
国
文
学
専
攻
の
卒
業
生
・
修
了
生
、
教
員
、
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

二
、
元
教
員
・
元
教
官
は
特
別
会
員
と
す
る
。

第
五
条
本
会
に
は
左
の
役
員
を
置
く
。

理
事
若
干
名

代
表
理
事
一
名

会
計
一
名

会
計
監
査
一
名

第
六
条
一
、
理
事
は
会
員
の
互
選
に
よ
る
。
但
し
教
官
は
理
事
と
す
る
。

二
、
代
表
理
事
お
よ
び
会
計
・
会
計
監
査
は
理
事
の
互
選
に
よ
る
。

三
、
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
但
し
再
任
は
妨
げ
な
い
。

第
七
条
理
事
会
は
本
会
運
営
の
責
に
あ
た
る
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
編
集

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
会
則

委
員
会
等
の
専
門
委
員
を
選
出
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
会
務
を
遂
行
す
る
た
め
、
事
務
局
を
金
沢
大
学
文
学
部
日
本
語
学

日
本
文
学
研
究
室
に
置
く
。

第
九
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
そ
の
他
を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
十
条
会
員
は
機
関
誌
・
会
員
名
簿
の
配
布
を
受
け
る
。
会
員
は
機
関
誌
・

研
究
発
表
会
に
お
い
て
研
究
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条
会
則
の
変
更
そ
の
他
重
要
事
項
の
決
定
は
、
総
会
の
議
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

総
会
は
、
年
一
回
こ
れ
を
開
く
。

付
則

第
一
条
会
費
は
年
額
二
、
○
○
○
円
と
す
る
。

第
二
条
本
改
正
会
則
は
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

金
沢
大
学
国
語
国
文
第
四
十
一
号

平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日
印
刷

平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日
発
行

編
集
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会

発
行
金
沢
市
角
間
町

金
沢
大
学
人
間
社
会
一
号
館

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会

印
刷
金
沢
市
御
影
町
十
九
’
一

ョ
シ
ダ
印
刷
株
式
会
社
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